私たちの まわりに は 何と 沢山の 本が ある ことだろう。 

ほとんど おそろしい ほど どつ さリ 本が ある。 けれども、 

私たちが それ を 読む 時間 も 金 も 限られて おり、 何 かの 

形で まとまった 系統 を 立てて、 ごく 毎日の 生活の 滋養 

になる ような 工合に 本 を 選び、 それ をポッ ポッと 読ん 

で ゆく こと は 容易で ない。 

ブック. レビ ユウ をして 深く 感じる こと は、 ただ 月 

一 一 三 冊の 新刊の 本 をと りあげて い つ て 見ても、 読者の 

本 を 読んで ゆく 一 貫した 方法と いう ものに 対して は、 

大して 貢献す ると ころがないで あろうと いう 不安で あ 

る。 そこで、 本 月と 来月と はこれ までの いわばし きた 



望んで いるだろう。 女に 生れて 残念 だとい うこと が、 

いわばし つ かりした 女の ひとの 口から もれる ような 世 

の 中であって はならない。 しかも そういう 実際が ある 

とすれば 若い 女の 世代 は 狡く それから 自分 一 人 だけの 

身 を かわして しまわず、 女 全体の 関係して いる ことと 

して、 堅忍に 勇ましく それ を 着実な 方法で、 ましに し 

て ゆく ために 毎日の 努力が されなければ ならない の だ 

と 思う。 

「家族制度 全集」 という 叢書が 東京 河 出 書房から 出さ 

れ はじめた。 法学 博士 穂 積 重 遠、 中 川 善 之 助 両氏の 責 

任監輯 で、 各卷第 一 部 史論 篇、 第一 一部 法律 篇 (各 一 円 



六十 銭) 全部で 五卷十 冊の 予定で ある。 内容 は 婚姻。 

離婚。 親子。 家。 相続。 各 巻 をな して いずれも、 今日 

に 至る までの 社会の 歴史の 発達の 面からの 史論と、 現 

在 行われて いる それぞれに 関係の 法律の 解説と がされ 

ている。 第三 巻 親子まで が 出版され た。 執筆者が それ 

ぞれの 専門家で あり、 一般の 読者 を 考えて 書かれて い 

るから、 日本に おける 家族、 家庭の ありよう を 眺め、 

理解す るた めに 有益な 全書で ある。 たとえば 第一 卷婚 

姻の 史論 篇の 内容 は、 婚姻 史 概説。 自然法 的 婚姻 及び 

離婚 論。 日本 結婚 風俗 史。 一 夫 一 婦論。 妾。 婦人と 政 

治。 婦人の 国際的 保護。 妻の 所得の 保護。 ソヴ エトの 



婚姻法。 フランス における 内縁 問題。 結婚 優生学。 こ 

れらの 各項 を それぞれの 専門家が 執筆して いる。 第二 

巻 法律 篇は、 婚姻法 概論から はじまって、 妻の 無能力 

(法律上)。 内縁。 国際 婚姻法。 最後に 民法 改正 要綱 解 

説と して、 穂 積 重 遠 博士が 序言 及び 婚姻 を 執筆して い 

られ る。 この 民法 改正 要綱 は 昭和 二 年 政府が 臨時 法制 

審議会 を 設けて、 我々 に 日常 関係 ある 民法のう ち、 親 

族、 相続 法の 改正案 を 審議した。 

私たち は、 日ごろ 結婚と いう もの を 主として 対 手の 

有無に よって 話して いるが、 日本の 親族 法 は、 男満三 

十 年、 女満 二十 五 年に 達する まで は、 婚姻 をす るのに 



父母までの 同意 を 要する という ことになる。 しかし 従 

来の 親族 法で は、 父母が 同意す るし ない は 父母の 絶対 

の 自由で あつたが、 改正案で は、 相当の 理由なくて は 

反対で きないと いう ことにされ ている。 

妻が 日本で は 法律上 無能力 であり 未成年者 や 禁治産 

者 (精神 異状 その他の 理由に よる) と 同様 独立の 人格 

と 認められなかった こと は、 実に 枚挙に いとまない 女 

の 悲劇、 自殺 を 生んで 来て いる。 改正案 はこの 妻の 無 

能力と 夫婦の 財産 制 を 改め、 代りに 「婚姻の 効力」 に 

よって、 「妻の 能力 は 適当に 之 を 拡張する こと」 を 提案 

している が、 やはり 妻が 法律上 有する 能力の 範囲 は、 



今日の 実際 をと りあげて いるので あるが、 私たちの 興 

味 はこ こから 自然 ひろがり さかのぼって、 家族の 発生 

や 財産と いう ものの 発生に ついて 世界の 人類が 経て 来 

た 道が 知りた くな つてく る。 それにつ いて、 人類 はい 

くつ か の 興味 ある 研究 を とげて い る。 

一 、 モルガン 著 (改造 文庫) 古代 社会 上下 

一、 ベ— ベル 著 (改造 文庫) 婦人 論 

一 、 リャ— 著 (岩波 文庫) 婚姻の 諸 形式 

一 、 ラッパ ポ— ト著 (改造 文庫) 社会 進化と 婦人の 

地位 

一 、 能 智修彌 著 婦人問題の 基礎知識 



(これ は 古本屋で さがす しかない) 

なぜ 有名な エレン • ケィ 女史な どが、 二十世紀の 初 

頭に 恋愛と 結婚 を 中心に 婦人の 問題 を ロマン ティ ック 

では あるが、 女の 立場と してと りあげる ようになり、 

イギリスの、 パンク ハ— スト 夫人が ほとんど 狂 熱 的な 

行動で 婦人の 参政権 を 要求し なければ いられない 気に 

なった かとい う 社会 事情が、 以上の 本で わかる。 とく 

に 後の 二 冊 はョ— 口 ツバ 大戦 後、 一躍した 世界の 女の 

諸事 情 (もとより 日本 を こめて) を 示して いる 点で 有 

益 だと 思う。 

こういう 人類の 歴史の 大筋 を 一方に 眺めつつ、 それ 



な 性格と 情熱と 才智と で、 男の 政治、 経済の 波瀾、 権 

謀の 中に 交錯して ゆく 女の 姿が 描かれて いる。 

近代国家 イギリス を 盛 立てた エリ ザべ ス女皇 の 時代 

の 社会の 文学と して、 シ ェ ー ク スピアが、 古代 ギリシャ 

文学な どに 女が 運命の 神と 男の 掠奪の ままに 生涯 を 流 

転した (トロイの 美しき ヘレンの 物語) 歴史から 出た 

当時の 女が、 自分の 心情に 従ってよ くも わるく も 動 こ 

うとす る 姿 を 描いて いるの は 興味が ある。 しかし 沙翁 

の 女 は、 経済に も 政治に も 大体 かげで 男 を 女の 魅力と 

才覚と で 動かして ゆく 女が 描かれて いるの は、 モリ 

ェ ー ルの 喜劇な どに あつかわれ ている 女の 姿と 共通の 



ものが あって 興味 ふかい。 

ジョ ルジュ • サンド 「愛の 妖精」 「アン ジ アナ」 (岩 

波 文庫) は、 十九 世紀の ロマン主義 時代に 生れた フラ 

ンスの 婦人 作家が、 女に とって 苦しい 結婚 生活と 宗教 

との 負担に、 情緒 的に 反抗しつつ その 解決 は 作品の 中 

で だけ 可能な 夢幻 境 へ 逃避の 形で まとめて いるの は 注 

目にあた いする。 バルザックの 「従妹べ ット」 「ゥ ウジ 

ニイ. グランデ」、 モウ パッ サンの 「女の 一生」 (以上 

岩波 文庫) など は 法律の 上に も 経済の 上に も 受け身な 

女の 一 生の 真情の 悲劇 を 心 を 貫く 如く 描いて いる。 

「寡婦 マルタ」 (改造 文庫) はポ— ランドの 婦人 作家 ォ 



ルゼ シュコ によって 書かれて いるが、 この 作品 は 従来 

の 女の 教養が 不幸 を 救う 実力で ない こと、 近代 勤労 婦 

人 発生の 黎明期の 物語と して 見の がす ことので きない 

価値 を も つてい る。 

イプセンの 「ノラ、 人形の 家」 はもう ふるいと 一部 

にい われる が、 その ふるくない 解決へ 何 歩 私たち は 歩 

み 出し 得て いるだろう か。 ツル ゲ— ネフの 「処女地」 

「その 前夜」 は 歴史が その 解決の 試みへの 足 ど リを示 

している。 ジ イドの 「女の 学校、 口 ベル」 など は 若い 

人々 に 読まれる が、 この 作者 独特の 観念の かった 扱い 

かたで、 現実の 道 は 案外に もァグ ネス . スメ ドレイの 



する 諸外国 人の 抱いて いる 優先の 偏見に 向って、 中国 

民衆の ハ ） ^を ひらいて 見せ、 そこに ある 声の 響き を 

つたえようと している ので ある。 

「大地」 から はじまる 王家 三代の 物語の 最後 は、 ァメ 

リカで 教育 を 受けつつ 民族的 矜持 を 失う ことのな かつ 

た 中国の 青年 劉が、 中国に かえって 自国の 現実に 幻滅 

を 感じつつ、 ついに その 中から 立ち上って、 中国の 民 

衆のう ちに 潜んでいる力へ の 信頼 を もつ て 生き はじめ 

ると ころで 終つ ている。 

バックが 最近 書いた 感想に よると、 今日の 優秀な 中 

国 青年 男女が、 再び 自分ら の 故国 を 見出して いる 諸事 



い。 ほんとの お 針 女、 日給 僅か 三 フラン (一円 二十 銭 

足らず) を 得る ために、 ある 時 は ブル ジョァ の 家に 出 

張したり、 また ある 時 は、 自家の 小さな 部屋 —— ミシ 

ンの ところへ 行く のに は マ ネキ ン 人形 を ずらさな けれ 

ばなら ない という、 そんな 小さな 部屋で 働いた リ して 

いる 貧しい 「女 裁縫師」 であった。 

一八 六 四 年、 中部 フランスの 貧しい家に 生れ、 五つ 

位のと き 母に 死なれ、 後 は 父親が ぐれ 出して 孤児院で 

育った。 十四 五 歳から 後 は 孤児院から 農家の 羊番 娘に 

やらされ、 十九 歳ぐ らいのと き、 巴 里へ 出て 来た。 女 

裁縫師と して ォォ ドウ ゥの 辛苦の 生活が 大都会の きわ 



めて 目立たない 一 隅で 営まれ はじめた のであった。 

腺病質で 眼の 弱 か つ たォォ ドウ ゥは 中年に いた つ て、 

つ いに 盲目に なりたくなかったら 裁縫 をす てろ と 医者 

に 宣告され た。 絶えず 病気で、 非常に 貧しく、 とき ど 

きその 日の パンに さえ 事 を 欠く 彼女 は 「自分の 苦難 を 

少しで も 忘れる ため、 自分の 孤独 を 慰める ため、 自分 

自身の 伴侶になる ような 気持で」 もの を 書き はじめた。 

偶然の ことから 一 一 三 の 作家と 知り合うよう になり、 

ォォ ドウ ゥの 作品の 特別な 魅力が 彼ら を 動かした。 

「小さき 町に て」 「ビ ュビュ • ド. モンパルナス」 「母へ 

の 手紙」 の 作者、 シャ ルル • ルイ . フィリップ も 熱心 



な 彼女の 支持者で あつたが、 自分の ために さえ 何もな 

し 得な か つた フィリップに は マルグリット を 世の なか 

に 押し出す 力はなかった。 それ をした の は、 この 日本 

訳に も 序文の 出て いる ォ クタ ァヴ • ミル ボォ 「小間使 

いの 日記」 の 作者で ある。 

原 名 「マリィ • クレ エル」 という この 作品 は 一 九 一 

一 年に 出版され、 発表と 同時に フエ ミナ 賞 を 貰った。 

彼女 は 後 二十 六 年の 間に 「マリィ. クレ エルの 工房」 

その他 三 巻の 小説 を 書き、 最後の 作 「光 ほのか」 を完 

成して 一 九 三 七 年 二月に 南仏で 歿した のであった。 

マリィ . クレ エルの 孤児院 生活の 描写から はじまる 



「孤児 マリィ」 の 一 篇は、 堀 口 大学 氏の 手に入った 訳で 

あれば ある ほど、 原文の 味わい は どのように 新鮮、 素 

朴、 簡 美であろう かと、 フランス語で よんで みたくな 

る 作品で ある。 孤児院の 仲間の 女の子の 性格、 マリ 

ィ- ェ ェメ教 姉の かくされた 激しい 情緒が 迸る 姿、 院 

長の 悪意。 実によ く 短い はっきりした 筆で 描写され、 

とくに マリィが ヴ ィルヴ イエ ィュ の 農園の 羊番 娘と し 

ての 生活の 姿 は、 四季の 自然のう つりかわ リと 労働の 

結びつきの 中に、 無限の 絵、 ミレ— の 羊飼い 女な どの 

ような 絵と 音楽と を 感じさせる。 ォォ ドウ ゥ のみず み 

ずしく 落着いた 筆致 は、 フランスの 農場 管理人の 生活 



を も はっき リ 示して いるので ある。 

農場 主の 妻デ ロア 夫人の 冷血 さ、 息子 アン リイに 対 

する マリィの 感情、 こういう いきさつ はしばしば 小説 

の 中に 描かれて いる。 「テス」 にしろ、 ブロンテの 

r ジェ ー ン • ェ ー ァ」 にしろ 傑作と いわれて いる 文学 作 

品 はかって 同じ 人生の 局面 を 描いた が、 ォォ ドウ ゥが 

描いて いるよう な 情感と 気魄と では 描かなかった と 思 

、つ。 

ォォ ドウ ゥの 作品が、 ある 内部的 光明と 透明 さに 貫 

かれ、 その美で 読者 を 打つ 理由 を、 彼女の 夢想と 苦悩 

とから 生じた ものと して 説明され ている が、 私 は、 苦 



波 文庫から 出されて いる 小説 を 読んだ 方が あり はしな 

いだろう か。 

「あしなが おじさん」 は 有名な アメリカの ュ— モア 作 

家 マ— ク. トウ ェンの 姪、 アリス. ウェブ スタ ー 二 

八 七 六 年 I 一九 一六 年) によって 書かれ、 やはり 孤児 

院で 育った 娘ジャ ー シャの 物語で ある。 ジャ— シャは 

「快活で、 率直で、 機智に とみ、 人生に 対して 楽天的で、 

しかも 独立心に も ゆる 魅力 ある 近代 女性」 として 読者 

に 愛せられる 娘で ある。 が、 作者 は、 ジャ— シャを 孤 

児の 境遇から 幸福で 富裕な 近代 若 夫人に 育て上げ るた 

めに 「あしなが おじさん」 という ほとんど ロマン テ イツ 



〔 一 九 三 八 年 一 月〕 

( 一 九 四 九 年 六月 追記) 「婦人の ための 書棚」 は 一 

九 四 〇 年 ごろに 書かれた ものであった。 太平洋 戦 

争にまで 拡大され ようとし ていた 寸前で、 書籍 目 

録 から は、 多くの 貴重な 本の名が 省かれなければ 

ならなかった。 こんにち エンゲルス 「家族 • 私有 

財産. 国家の 起源」 「空想より 科学へ」 マルクス 「賃 

労働と 資本」 など は 婦人の 常識の 基礎と しても 必 

読の 本で ある。 



底本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 十四 巻」 新 日本 出版社 

1979 (昭和 S) 年 7 月^日 初版 発行 

1986 (昭和 S) 年 3 月^日 第 5 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「宫本 百合 子 全集 第 九 巻」 河 出 書房 

1952 (昭和^) 年 8 月 発行 

初出 ： 冒頭 部分 「若い 婦人の ための 書棚」 は 初出 不詳 

「新 女苑」 (「大地」 「孤児 マリィ」) 

1938 (昭和^) 年 ー 月 号 
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